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１．研究計画の概要 

 従来の農業経済研究においては，国あるい
は地域レベルで食料不足やフードセキュリ
ティの問題が頻繁に取り上げられてきた。そ
の一方で，世帯レベルでのフードセキュリテ
ィ，とくに低所得層の栄養・食料摂取状況に
関する社会科学的な分析は意外なことにあ
まり行われていない。そこで本研究では，研
究対象国あるいは地域の食料政策および食
料需給バランスについて整理したうえで，所
得水準等の諸要因にも配慮しつつ，とくに最
近人的資本や物的資本では把握できない社
会的要因として注目を集めている「ソーシャ
ル・キャピタル（社会関係資本）」の概念を
援用しつつ，低所得層のフードセキュリティ
を規定する諸要因を解明することを主たる
目的とする。 

 なお定量分析には，独自調査や国際機関等
が実施した大規模標本調査の個票データを
使用する。 

 

２．研究の進捗状況 

栄養不良の状態にある人口比率が高いバ
ングラデシュ，ネパール，東ティモール南ア
フリカ共和国などの低所得世帯を事例とし
て，ソーシャル・キャピタルの多寡が貧困世
帯の食料摂取状況に及ぼす影響について分
析した。個票データを用いた定量分析の結果，
フードセキュリティの水準が低い可能性が
高いのは，つぎのような条件をより多く満た
す世帯であると考えられる。①女性が世帯主
である。②世帯主の教育水準が低い。③所得
水準が低い。④世帯貯金額・資産額が低い。

⑤家族員数が多い。⑥自家消費を目的とした
農業生産を行っていない。⑦社会経済的なシ
ョックを経験した。⑧困窮時に「親戚・隣人
のネットワーク」を利用することができない，
あるいは「参加」の概念を用いて計測したソ
ーシャル・キャピタルの水準が低い。 

これに加えて，わが国のホームレスを対象
として，食料摂取状況と社会的ネットワーク
との関連についても検討した。その結果，①
「移動型ネットワーク」は「開放的」かつ相
互間の関係が「希薄」であり，純粋公共財的
性格が強いが，それから得られる便益は少な
いこと，②「定住型ネットワーク」は成員相
互間の関係が「濃密」かつ非成員に「閉鎖的」
であり，クラブ財的性格がより強いがゆえに，
ネットワークに参加し得るものはより多く
の便益を得ている，ことが明らかとなった。 

こういった分析結果を踏まえると、必要な食
料の確保に迫られた低所得世帯が、既存の隣
人や親戚ネットワークあるいはそれと同様
な機能を有する相互扶助的な組織・団体・制
度に加入することによって、所得向上と同時
に緊急時に食料購入費を工面できるような
プログラムの積極的推進が必要であろう。途
上国における食料摂取状況の改善という政
策目標を想定したときに、ターゲットとなる
食料入手において不利な立場にある低所得
世帯を広くカバーするような既存の組織や
ネットワークへの介入が効率的であると考
えられる。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 
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 上記２でも述べたとおり，国際機関が実施
した大規模標本調査や自らが実施した農村
調査の個票データを用いて，低所得層のフー
ドセキュリティを規定する直接的・間接的要
因をある程度解明することができた。よって，
本研究は概ね順調に進展していると判断で
きる。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 2006 年度から 08 年度の 3 年間において，
東ティモール，バングラデシュ，ネパール，
インドネシア，マレーシア，南アフリカ共和
国を対象とした定量分析を行ってきた。上記
３でも述べたとおり，本研究は当初計画どお
りに順調に進捗しているが，時間的余裕が十
分にあることから，当初計画には設定してい
なかったいくつかの小課題に挑戦する予定
である。具体的に，その小課題を列挙すると，
①低所得層のフードセキュリティを規定す
る要因について，パネルデータを用いた時系
列的な分析を行う（おもにインドネシアとフ
ィリピンを想定）。②世帯レベルではなく，
個人レベルでのフードセキュリティ（世帯内
の食料資源配分）についても言及する。③過
去 3年間で取り扱うことができなかった途上
国も研究対象とする（たとえば中南米諸国や
アフリカ諸国など）。④さらに時間的余裕が
あれば，インドネシア，ネパール，マレーシ
ア等で現地調査を実施し，いままで検討して
きたフードセキュリティの規定要因につい
てより詳細な議論を展開していく。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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